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安
全

・

健

康
・

福
祉
の
向
上
を
!

こ
の
予
算
(
案
)
は
第
一
回
区
議
会
定
例
会
で
審
議
中
で
す

平成9 年度当初予算( 案) のあらまし

平成9 年度の予算( 案) かまとまりました。総額1ま2, 864億円余です。

そのうち, 一般会計は1, 921億円。一般会計では4 年連綿のマイナス予算

となっています。

予算( 案) は「皿 靂願1「産業振興対策の強f匕」『防災

対策とコミ ュニティ形成』『教育条件の整備と生齏学習の推進J r 総合的な

まちづくり施策の展開』を基本的な考えとしています。

この予算( 案) のあらましについてお知らせします。

平成9 年度足立区当初予算(案) 概要 ( 単位 百万円)

一般会計予算規模の推移 ( 単位 億円)

平 成9 年 度予算( 案) のくわしい内容については2 ・3 面をご覧くださ い

平成9 年度一般会計当初予算(案) の内容
( ) 内の数値は、総予算額に対する構成比

財源別歳入予算

区
民
生
活
重
視
の

予
算
を
組
み
ま
し
た

平
成
9
年
度
予
算
は
景
気
の
低
雀
が

続
き
、
区
を
取
n
泰
ぐ
財
政
環
境
に
厳

し
さ
が
続
く
中
刄
私
に
と
り
ま
し

て
、
初
め
て
の
年
間
予
算
の
編
成
で
あ

n
ま
し
た
。
予
算
規
模
は
、
一
般
会
計

千
9
2
1
億
円
、
前
年
度
比
一
‥
一
%
滅
と
t
年

連
谺
の
マ
イ
ナ
ス
予
算
と
な
ら
ざ
る
を

得
ま
せ
ん
で
し
た
が

、
予
算
編
成
に
あ

た
り
ま
し
て
は

、
憲
法
・
地
方
自
治
法

の
精
神
と

も
い
え
る

「
区
民
が
主
人

公
」
の
立
軅
か
ら
、
区
民
牛
居
敷
視
の

視
点
を
で
さ
る
限
n
反

映
さ
せ
、
地
方

公
共
団
体
本
来
の
公
共
性
を
重
視
し

、

次
の
考
え
方
夲
£
と

に

、
区
民
牛
居
の

安
全
・
健
康
お
よ
び
福
祉
の
向
よ
牙
め

ぎ
蓄

左

に
努
め
ま
し
た

。

第
一
に
、
区
民
生
活
y
忿
立
区
の
(
一

後
の
活
性
化
に
直
接
大
き
な
影
響
を
も

つ
二
つ
の
戦
略
的
課
題
へ
の
対
応
で

す
。
そ
の
ひ
と
つ
は
、
施
設
福
祉
と
在

宅
福
祉
の
均
衡
の
と
れ
た
地
域
保
健
福

祉
計
画
諸
施
策
を
孤
充
・
展
開
す
る
こ

と
、
二
つ
め
は
区
民
の
ぐ
β
し
や
地
域

の
賑
わ
い
に
大
き
な
影
響
豪
も
つ
区
内

産
業
振
興
対
策
を
旡
実
さ
せ
る
y
に
y
と
で

あ
時
季
y
。
具
体
的
に
は
、
特
別
養
護

老
人
ホ
ー
ム

、
高
齢
者
在
宅
サ
ー
ビ
ス

セ
ン
タ
ー
、
精
神
障
害
者
支
援
施
設
の

整
備
等
の
地
域
保
健
福
祉
施
策
の
展
開

や
中
小
企
業
融
資
や
商
店
街
環
境
整
備

事
業
へ
の
助
成
等
の
産
業
振
興
対
策
の

強
化
夲
予
算
に
盛
り
込
み
ま
し
た
。

第
二
に
、
緊
急
課
題
で
あ
る
防

災
対
策
は
、
区
民
の
安
全
に
必
要

な
対
策
の
推
進
を
図
り
ま
し
た
。

具
体
的
に
ほ
、
学
校
施
設
や
橋
梁

の
絵
震
補
愬
にと
も
に
、
西
新
井

駅
西
口
周
辺
の
防
災
都
市
づ
く
り

・
学
校
へ
の
災
霽
備
蓄
増
強
や
学

校
単
位
に
設
置
す
る
予
定
の
避
難

所
運
営
会
議
の
経
費
を
計
上
し

て
、
地
域
の
防
災
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
育

成
に
も
配
慮
」稾
」だ

。

第
三
に
、
学
校
修
繕
や
学
校
運
営
な

ど
教
育
予
算
の
増
額
に
努
め
声
し
た
。

私
立
幼
稚
園
等
園
児
保
護
者
負
担
軽

減
、
生
涯
学
習
総
食
邵
默
の
建
設
等
の

教
育
条
件
の
整
備
と
牛
窟
学
習
の
推
進

に
努
め
て
お
ひ
ま
す
。

第
四
に
、
妻
弓

く
り
に
2

篆
し

て
は
、
従
来
か
ら
の
土
地
区
回
整
理
事

業
や
常
磐
・
舎
人
新
線
等
交
通
機
関
整

備
、
下
水
道
・
公
闌
涎
片
毎
活
基
髮
の

整
爾
奩
帚
実
に
進
め
て
い
く
ぶ
ひ
努
め

ま
し
た
。

ま
た
、
厳
し
い
財
政
状
況
に
対
応
す

る
た
め
に
区
債
の
蜀
む
を
極
力
抑
制
し

て
、
ふ
i
の
4
年
間
で
区
の
財
政
を
好

転
さ
せ
、
区
民
牛
活
鴛
又
見
通
し
の

下
に
財
政
再
建
の
方
向
を
示
し
ま
し

た
。本

年
も
経
済
の
本
格
的
回
復
は
未
だ

遠
く
に
あ

ぷ
つ
で
歹
。
限
叮
あ
盃
財

源
の
な
か
で
、
自
治
体
が
果
た
す
べ
き

区
政
運
営
の
課
題
に
的
確
に
取
り
組

み
、
区
民
牛
活
奮
扈
楫
し
た
予
靠
編
成

が
で
き
た
と
耆
を
お
り
ま
す
。

今
後
も
区
民
の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご

協
力
を
お
願
い
い
た
に
¥
ヂ

。

区
長

吉
田
万
三

◎ あ だち広報は毎 月5 日 ・15日 号は新聞 折込、25日号はシル バー人材センタ ーによる 各戸配布
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予 算特
集

予算案の主な事業
平
成
9
年
度
　主
な
新
規
事
業

・

地
域
保
菰

悍
祉
晒
策
の
展
開

マ
子
掫
毎
痿
亊
業
(
保
育
園
で
Q
ナ
　

育
て
相
諏
等
)
讚
万
円

▽
旧
菫
対
策
學
璽
保
育
室
へ
の
障
害
　

E
巡
回
栴
導
)
2
2
万
円

▽
精
神
障
害
考
挧
罌
繿
支
援
セ
ン
タ
　

ー
の
管
理
運
宮
4
千
腦
万
円

マ
老
人
保
健
厠
設
等
の
邏
齊
及
び
指
導
　

事
務
名
人
保
健
施
設
へ
の
指
導
・
　

検
査
9
万
円

▽
医
亊
・
薬
事
衛
生
の
推
進
{
薬
局
開
　

業
許
可
、監
視
指
導
等
}
`
J
万
円

圏
産
業
振
興
黥
簟
の
強
化

▽
商
居
策

籌
罟

舗
対
策

特
別
事
業
へ

の
助
成

傘
ぎ
呀
舗
対
策
奮

耳

西

店
街
へ
の
補
助
)
l
i

方
円

▽
産
業
-振
興
計
画
の
見
直
し

千
僧
口
円

・

歡
冐
条
件
の
一

篇
と
生
涯
一

廱
の
推

進
▽
桜
花
小
・
西
保
木
間
小
学
校
の

開
校

式
典

躡

口
円

▽
区
立
幼
碓
園
障
害
児
介
助
員
の
設
置

讖
口
円
S

雙

昌

な
ま
ち
づ
く
り
施
策
の

曩
開

▽
鉄
霤
呎

の
エ
レ

ベ
ー
タ
ー
等
整
爾
促

進

東

武
線
小
菅
駅
エ
レ
ベ
ー
タ
ー

設
置
)
I
f
l
l

千
朧

な
円

▽
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
の
管
理
運
営
　
　
　
　
　
　
　
　

2
千
叫
万
円

▽
足
立
区
荒
川
市
民
会
議

仮

称
)

の

運
営
(
荒
川
の
将
来
像
奮
7

る

僉

の
設
置
)
2
2

万
円

▽
環
境
計
画
の
推
進
(
環

境
基
本
条
例

の
策
定
)

叨
万
円

▽
都
心
共
同
住
宅
供
給
事
業

咥

宅
の

共
同
化
と
市
街
地
の
蜃

憊c
m
I
儼
川
万
円

・

そ
の

他

▽
平
和
事
業
(
写
嘉

蜀

の
冥
極钁

乃
円

地
域
保
健
福
祉

施
策
の
展
開

社
会
福
祉
法
人
施
設
整
備

助
成
事
業

1
億
2

千
8
9
7万
円

酘

称
}
「
第
二
あ
か
し

あ
園
し

身
体

障
害
者
通
所
授
産
厖
巵

の
建
設
賢
を

補
卵

蜃

チ

。

心
身
障
害
者
(
児
)
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
ィ
(

緊

急
一
時
保
護
)

事
業

千
9
8万
円

家
族
が
緊
急
な
用
亊
に
よ
ひ
介
護
が

困
難
な
場
合
、介
馨
辰
手
条
心
身
障

害
者
(
坦
を
一
時
的
に
施
設
で
保
護

す
る
串
業
。こ
れ
ま
で
の
L
床
か
ら
4

床
と
な
り
祟
y
。

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
・
高
齢
者

在
宅
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
の
建
設

7
億
1
万
円

旦
ぞ
の
介
護
が
困
曝
な
高
齢
者
の

た
め
の
特
別
薺
顋
彖
人
ホ
ー
ム
の
建
設

金
侭
U
豕
y
宸
眼
を
含
め
区
内
8

ヵ
所
、
7
7
6
床
と
な
り
汞
y
。
シ
ョ
ー
ト

ス
テ
ィ
は
9
9
床
と
4
ひ
里
气
寥
尺

自
夲
で
譽
?
7
高
齢
老
に
、
口
常
牟
訶

に
即
し
た
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
等
膏

灯
う
高

齢
者
在
宅
サ

ー
ビ
ス
セ
ン

タ
ー
等
を
蔡

嫻
し
ま
す
。

高
齢
者
委
託
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
の

派
遣

1
億
5
千
6
9
3
万
円

介
護
の
必
竇
性
に
応
じ
、
鬯
術
に

1
日
数
回
訪
問
ず
る
2
4
時
間
巡
同
型
ホ

ー
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス
嶌
稟
の
実
屬
区

箏
刄
急
{
に
乖
曇
尿
遣
対
叙
者
は
4
0

人
か
ら
6
0
人
と
な
ひ
嫐
y
}
。

高
齢
者
在
宅
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

事
業

1
4億
2
千
3
5
4
万
円

鴉

性
高
齢
者
デ
イ
ホ
ー
ム
や
シ
'
I

ト
ス
テ
ィ
啻
吋
う
小
規
模
高
齢
者
在

豐
T

ビ
ス
セ
ン

タ
廴

入
谷

翔
裕
園
」

螽

萋

し
、
計
1
0力
所
に
な
吟
汞

歹
。

在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
の

管
理
運
営

1
億
6
千
8
3
6
万
円

在

宅
介
護
支
援
セ

ン
タ

ー
『
入
谷

』

「
一
ツ
家
」「
千
住
酉
」を
新
た
に
開
設

。

晧

ぞ

冫
沢

郤
で
l

ヵ
所
を
遡

霈
整崟

す

。子
育
て
支
援
事
業

2
0
0
万
円

少
子

祀
傾
向
に
陶
比
喩

笂

‘け

、
健

や
か
に
罕
齒

を
冐
て

る
環
境
づ
く
り
の

た
め

、
公

立
保
育
園
で

咫
域
の
区
民
を

対
象
と
し
た
子
育
て

衵
談
等
を
原
罪
し

家
罵乳

幼
児
医
療
費
助
成
事
業

8
億
9
千
4
5
4
万
円

a
歳
禾

満
児
を
対
象
に

実
旛
U

て
い

る
乳
幼
児
医
療
賢
助
嵎

こ
の
対
象
年

齢
煢

段

階
的
に
孤
丕

炙

だ

め
の
準

傭
叭
暹
め

李
歹
。

保
育
園
管
理

運
営
委
託

1
億
6

千
3
8
9万
円

都
営
住
宅
の
礁
で

替
え

に
伴
い

、
新

た
に
蔀
藐

さ
れ
た
区
立
保
育
園
の
管
理

運
営
を
社
会

福
祉
法
人
に
委
託

し
ま

す

。
健

康

診

査

事

業

9
億
8
千
1
2
9
万
円

虞
人
健
康
診
焉

高
齢
者
健
康
診

査
、
がん
検
診
等
素
蛮
口
季
y
。

老
人
保健
施設
の
整
備

2
億
8
千
万
円

菠

粢

釁

埀
i

憲

響

じ

刄

岡
状
安
定
期
の
要
介
護
高
齢
者
に
通
所

や
入
所
で

リ
(
ビ
2
T

シ
ョ
ン
や
医

療
ケ
ア
・

生
活
サ
ー
ビ
ス

奮

辰

す
る

参
(

保
壥
澱

の

薑

蚕

諏

し
妻

。

産
業
振
興
対
策
の
強
化

産
業
振
興
計
画
の
見
直
し千

8
0
0
万
円

平
成
元
年
に
策
定
さ
れ
`
逧
立
区
産

業
振
興
計
困
を
見

巨
し

、1
0
年
度
中
に

新
た
な
疹
稟

耆
興
計
同
蚕

罘
足
し
豕
歹

。

工
業
地
域
活
性
化
事
業4

千
4
5
6
万
円

産

業
の

空
洞
化
や
景

気
吐

迷
の
な

か

、
区
内
の

製
造
業

者
の

新
分
野
進

出

、
人
材
育
成
や
見
本
市
の
開
催
多
の

自
立
的
蜀
辰
奮

哭

子
取

り
組
み

牙
支

旙
r
¥
ヂ

。

商
店
街
空
き
店
舗
対
策
特
別
事
業

へ
の
助
成

3
千
2
4
0
万
円

窒
忌
a
覃
莉
用
し
て
。
商
店
街
が

生
鮮
食
品
中
心
の
モ
デ
ル
沍
罘
禝
置

。凛
壓
炙
奉
業
に
対
し
助
鴟
i

ヂ
。

商
店

街

環
境

整

備

事
業

へ

の
助

成

4
千
2
0
4
万
円

商
盾
衡
機
能
り
1
7

経
営
の
安
定

痴
図
る
た
め
に

、
商
店
街
が
計
画
レ

た

環

境
整
儁
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活

動
等
の

李

業
に
対
し
て
助
成
に
¥
ヂ

。

商
店街
の
カ
ラ
ー
舗
装
化
の
推
進

1
億
5
4
8
万
円

商
店
街
～
に
、

酉
新
井
・
梅
田
地
区
Q
珮
路
り
刀
ラ
ー

舗
装
″
澎
叨
r
羊
y
。

中
小
企
業

一
般
融
資

1
4
億
7
千
4
6
万
円

中
小
帶
粟
に
久
籘
賢
金
の
貸
し
付
け

受
付
い
圭
`
。9
年
度
は
小
規
模
企
巣

向
け
の
融
責
糞

癨
じ

声
レ
た

。

防災対策と
コミュニティ形成

大
震
災
緊

急
対

策
事
業
(

橋
梁
改
良
)

2
億
5
千
6
4
8
万
円

逎
略
や
鉄
道
に
か
か
っ
て
い

る
橋
の

耐
霞
補
強
工
事
受

付
い
求

す
。

保
育
園
園
舎
の
大
規
模
改
修6

8
2
万
円

保
育
園
の
耐
霜
稙
強
工
事
を

、
緊
急

性
奈
菁
瀘

し
計
回

的
に
行
い
ホ
T

。

学
校
備
蓄
物
品

庫
の
設
置

1
億
7
千
9
9
2
万
円

地
域
防
嘉

曲

に
簒
つ

き

、L

次
避

難
所
で

あ
る
区

内
小
・
中

学
校
に
毛

布
・
ア
ル
フ
ァ
米

収
こ
の
生
活
必
需
品

ぶ

蕕

蒭

叨
用
謇
厩

材
豈

黻
們

蕃

司

直
下
型
地
震
へ
の
対
応

4
7
8
万
円

地
域
庄
民
で
組
瞰
袞

笛

「
避
難
所

運
営
会
諺
」
夲
設

置
し
ま
す
。
ま
た

、

災
害
時
の

生
活
用
水
健
保
の
た
め

、
井

一
尸
の
登
録
制
度
や
防
災
区
民
大
罍
を

冥

施
F
遥
チ

。

都
市
防
災
不
燃
化

1
億
2
4
8
万
円

不
燃
化

建
築
物
の
建
譽

蒿

筬

し

、

防
火
帯
の

羅
懦
と
避
難
路
の

安
令
雁

保

奮

思

手

。

防
災
都
市づ
く
り

3
千
2
6
0
万
円

重
点
地
区
に
指
定
さ
れ
た
西

新
井
駅

西
口
周
辺

地
区
で

、
各
種
整
備
事
業
展

開
の
た
め
の
調
査
至

霤

們
¥
チ

。

学
校
施
設
耐
震
補
強

2
億
2
千
2
8
7
万
円

昭
和
5
6
年
以
喫
に
建
築
し
な
校
舎
の

耐
震
診
断
や

禰
強
工
事
を
奥

施
し
ま

す

。

区 民1 人 当 り の 特 別 区 税 負 担 額 と 区 支 出 額　

教育条件の整備と
生涯学習の推進

学
校
運
営
管理

1
1
億
2
千
9
0
万
円

学
校
の
運
営
経
費
や
図
番
購
入
経
費

の
充
実
盈

凶
n
乖

歹

。

私
立
幼
稚
園
等
園
児
保
護
者

負
担
軽
減

1
2
億
6
千
6
3
1
万
円

私
立
幼
稚
園
等
に
通

う
園
児
の
保
護

者
の
経
済
的
負
枳
軽

減
9

応

助
席
し

ホ
歹

。

(
仮
称
)
生
涯
学
習
総
合
施
設
の

建
設

1
9億
千
3
2
0
万
円

旧
千
寿
旭
小
將
地
に
、生
涯
学
習
推

進
の
中
核
と
¥
9
施
慇
″
覆
住
壽
銛

公
社
の
都
民
住
喞
と
の
合
築
に
よ
箟
運

幹
¥
チ
。施
設
に
は
怎
姪
学
習
セ
ン

タ
ー
、
新
中
央
図
書
館
、
放
送
大
学
学

習
セ
ン

タ
ー
等
か
入
2

チ

。

総
合
的
な
ま
ち
づ
く
り

施

策
の

展

開

鉄
道
駅
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
等

整
備
促
進

5
千
6
8
0
万
円

東
武
線
小
萱
駅
に
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
を

設
置
k

チ

。

公
共下水道整備1

6
億
6
千
1
2
4万

円

下
水
道
の
枝
艨
工
事
豪
匐
暴
翼
暹

め
て
い
孝
豕
y
。

リ

サ

イ

ク
ル

セ
ン

タ

ー

の

建

設

・

運

営

2
億
8
6
5万

円

リ
サ
イ
ク
ル

の
準
龠
・
事
厩
・
啓
発
の

拠
澎
F

そ

セ
ン
タ
1
夲
麕
呎
i

チ

。

総
合
住
環境
整
備1

億
2
千
8
5
0
万
円

老
朽
木
指

顛
染
物
が
罌
釆
し

、
狹
い

道
路
が
多
い
関
原
一
丁

目
地
区
の
緑
地

。道
路
等
の
住
環
曇

爾

葎

い

零
罵

常
磐
新
線の
建
設
促
進

3
7
億
千
1
6
7
万
円

1
7年
度
開
巣
予
定
の

常
磐
新
繚
の

遐

設
に
あ
餮

な
資
金
の
冫

っ
、9

年
昃
区

昌

男
I
W

旨

ヂ

。

環
境計画
の
推
進

5
3
7
万
円

区
の
環
境
保
全
に
関
す
る
棊
本
理
念

と
R
蓼
簷
紊
的
に
搴
と
め
た
垂
本
条

例
混
墮
し
巫
y
。

平成9 年度に開設する主な施設
(
1
)
所
在
地

(
2
)
規
模
等

(
3
)
主
な
施
設
、
事
業
内
容
等

(
4
)
開
設
時
期

4
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
ター
『
あ
だ
ち
再

牛
蘊
』

①
中
央
本
町
り
I
-
9
-
I

②
取
地
面

穡
千
哨

㎡
a

施
設
面
穡
鳰
ぜ

③

図
書
・
資
料
コ

ー
ナ

ー
、
リ
サ
イ
ク
ル

シ
ョ
ッ
プ
、
n
き
い
く
る
工
房
等

④
9

管

月

剛
小
珊
篌
高
齢
哲
在
宅
サ
ト
ピ
ス
セ
ン

タ
ー
「
入
谷
翔
恒
!
[

民
呎
]

①
入
谷
9
-
1
5
-
1
8

②
鉄
筋
コ
ン
ク

リ
ー
ト
弓

型
5

階

③
痴
呆
性
高

齢
者

デ
イ
ホ

ー
ム
湎

人
)
、シ
ョ
ー
ト

ス
テ

ィ

頸

惑

、
特
別
養
護
老
人
ホ

ー
ム
・
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
併
設

④
1
年
4
月

s
在
宅
介
朧
支
援
セ
ン
ター
『
千
住

p
[
公
設
]

①
千
住
中
居
町
1
0
-
1
0③
在
宅
介
護

に
関
す
る
相
談
、
介
護
機
器
の
展
示

等
、
ヘ
ル
パ
ー
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
併
設

④
1
年
4
月

i
苙
や
よ
い
保
s
艫

①
中
央
本
町
1
-
9
-
3
-
衝

②
都

糂
住
宅
1
呎

謠
面
積
跏
㎡

③
辱

集
人
鯒
9
1人

④
1
年
4
月

4
(
仮
称
)
足
瑟
鞴

押
』
審
霤
即
箴

生
活
支
援
セ
ン
タ
ー

①
竹
の
塚
&
-
1
8
-
1
2
②
鉄
筋
コ
ン

ク
リ
ー
ト
造
、
や
兮
鴎
、
諮
合
積

鰯
㎡

③
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
、
小
規

襖
共
同
作
業
所
、
壜
町
授
産
施
設

④
1
0

年
1
月

・
息買
輯
緑
地
(
覯
i

乘
公
圃
と
な

り
)

①
陬
詞
2
1
捐
'
L
地
先
②
面
積
1

万
s
㎡
③
自
由
広
婦
、
花
麌
、
自
転

車
コ
ー
ス

④
1
0誓
胃
末

・
依
花
小
単
抜

山
紊
畑
l
-
4
-
6
②
校
舎
m
^
>

千
9
1
2
㎡
、
児
鷺
歌
兩
人
劭
藁
袋
小
・

莎
畑
東
小
の
荻
合
④
1
年
t
月

・

襾
扁
采

廟
小
蚤
秡

①
西
保
木
閧
4
-
2
-
1

②

校
舎
面

譽

呈

南

㎡
、
児
慧
敬
捐
人

③

竹
の

塚
北
小

畢
心
哩

第
二
小
の
藐
合

④
一

午

角

圏
新
田
セ
ン
タ
ー

①
新
田
2
1
2
-
2
②
鉄
骨
鉄
筋
コ

ン
ク
リ
ー
ト
弓
地
上
り
齷
(
3
階
以

上
都
民
住
宅
)
@
阯
北
区
民
亊
筋
所

分
室

、
住
区
セ
ン
タ
ー
、
江
北
社
会
教

育
館
分
館

、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
図

書
館

曾

年
4
月

区

民
亭
務
所

、
住
区
セ

ン
タ
士

、9
甼
r
>

。月(
社
会
教
育
霈

、

図
書
館
)

リ サ イ クル セ ン タ ー

「 あ だち 再生 館 」完 成
予 想 図

小
規
模
高
齢
者
在
宅
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

「
入
谷
翔
裕
園
」

新
田
セ
ン
タ
ー

公
社
等
を
通
じ
て
行
う
主
な
事
業

合
笠

区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
文
化

。

ス
ポ
ト
ツ
公
社
》

・
芸
術
又
化
s
業
の
開
催

―
千
楜
万
円
　

酉
新
井
文
化
ボ
ー
ル
で
の
芸
術
公
演

や
区
民
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の
齊
臈
等
、
咽

広
く
芸
術
文
化
眉
勣
岑
攪
進
し
豕
歹
。

・
ス
ボ
ト
ツ
■
K
の
推
進
l
芳
円
　

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
日
本
リ
ー
グ
の

招
歎
や
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
の
開
能
な
煢
ス
ポ
ー
ツ
事
業
を
芫

男
¥
チ
。

s
各
I
哢
座
辱
の
充
実
t
爾
畷
な
円
　

パ
ソ
コ
ン
教
莖
y
健

康
体
力
つ

く
り

教
冨
な
ど
の
茜
種

講
座
や
観
し
豕
れ
や

す
い
図
書
館
事
業
鷽
酊
呷
I

ヂ

。

足

立
区
ま
ち
づ
く
り
公
社
》

緊
届
に
よ
る
快
叢
翼
詈
s
へ
の
援

助
4
千
詆
η
円
　

快
適
環
境
の
創
造
の
た
め

、
自
主
曹

覃

瑞

・
歩
瑯
罷

哀

提
供
し
て
い
る

協
力
者
に
対
し
ア
そ

の

整
備
賈
の

一
部

盍

罰

な

チ

。

s
フ
チ
テ
ラ
ス
の
設
蕈
事
業

t
千
厨
乃
円
　

ゆ
と
り
蔘
9

都
市
環
境
の
た
め

、
ま

ち
の

中
の
プ
チ
テ
ラ
ス
の
瓰
犀
冴
暹
め

ホ
y

。

・

彫
刻
の
設
一
S

一

千
呎

口
円

彫
刻
の
晏

宮

武
の

墨

覃

穫
霹
し

ホ

歹
。

(
足
立
区
水
と
練
の
公
社
)

・
公
I
・
児
童
遯
圜
・
親
水
腰
な
ど

穣
撃
業
l
顰
O
X
l
千
朧
爾
　

公
園
や
泌
戞

薗

、
観
恣

露

な
ど

の

葛
股
素

茎

で

快
適
に
保
黯
Q
Q

お
-

n
婁

。

・

自
然
保
護
・
緑
化
推
滾
W

業

y
・
応
芳
円
　

生
物
園
・
都
市
農
業
公
園
の
運

常
や

記
念
樹
配
布
な
ご

。
緑
と
目
然
の
回
復

奎

凶
り
豕
す

。

・

凧
嘴
保
全
I

査
-
鶴
及
事
業

呆
鰐
円
　

雨
水
の
利
用
促
進
・
啓
弓
野
鳥
モ

ニ
タ
ー
調
衰
屁
と
、
環
境
問
蓼
s
罠

渺
冫
七

に
考
香

子

。

《
足
立
あ
い
あ
い
公
路

圏
家
S

・
介
轢
サ
ト
ピ
ス

旃
万
円

あ
っ
た
か
サ

ー
ビ
ス
の
鴨
を
一
層
広

げ
手

。

l
l

紡
賁
サ
ト
ピ
ス
7

千
毀

万
円

自
立
-

高

塑

尋

に
有
料
で
ほ
蚕
(

あ
い

あ
い
ラ

ン
恚

夸
哂
配
し

ポ
歹

。

・
↑

ム
ヘ
ル
パ
ー
の
養
成
講
一鬯

円

l

級
を
l
回

、
7
皋

学
L
回

実
施
し

手

。

・
介
畷
特
別
羈
靨
等
泪
万
円

S
資
産
活
用
サ
ー
ビ
ス
り
万
円
　

高
齢
者
が
居
住
し
て
い
る
士
`
覃
廼

保
に
在
宅
牛
居
資
舎
卮
窖
じ
啄
y
。

(
足
立
区
教
冐
振
興
公
社
》

・
こ
ど
も
科
鑾
盍
の
運
営
(
自
幸
事
S

を
會
む
)
6
千
祠
万
円
　

科
学
展
示
や
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム

ー
ド

ー
ム
シ
ア
タ
ー
な
g

楽
に
み

な
が
も

学
べ
る

科
学
館
の
壥
鄂

跖

い

ホ
歹

。

・

牛
一
霎

耆
の
推
進
(

自
字
事
業
)
　
　

讎
刀
円

あ
だ
急

罠

大
言

壓

や
学
習
グ
ル

ー
プ
の
助
成
を
仔
い
宅
T

。

《
足
立
区
国
際
棘
母
協
会
》

・

姉
妹
都
市
と
の
交
流
推
進

譛
鳧
　

姉
妹
都
市
ベ
ル
モ
ン
ド
市
か
ら
学
旡

便
節
団
蛋
耆
χ
れ
、
ま
`
挺
間
交
鳫

を
推
進
し
廖
y
。

圖
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
冐

繻
碍
1

万
円

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

弯
氓
や
ホ
ー
ム
ス

テ
イ
の

爽
施
な
ど
に
よ
り

、
区
民
レ

ベ

ル
で
の
国
際
垈

冨

逞

し
ホ
歹

。

(
脾
疋
立
都
市
活
怜
侶
セ
ン
タ
ー
)

・
区
か
ら
の
受
託
亭
業
5
千
`
黹
畄
　

商
店
街
の
活
性
化
・
ま
ち
づ
く
り
に

関
す
る
事
業
。
工
業
振
興
に
関
す
る
事

業
、
産
業
彎
賀
に
関
す
る
!
覃
仔
い

季
y
。

窰

藍

晋

事
業

「
あ

だ
ち
の

街
の
ポ
イ

ン
ト
カ

ー

ド
」
事
業
の
支
援
、
商
店
街
駐
軍
塲

お

よ
R

鍵

駐
申
場
の
壥

常
亊
業
、
企
稟

デ
ー
タ
ベ

ー
ス

管
理
運
営

事
巣
、
宜

伝
・
広
告
事
業
、
イ
ベ
ン
ト
事
業
な

こ

受
付
い
穿
y
。

食

屋

勤
労
襴
祉

サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
》
s

区
か
ら
の
受
託
事
業
4
千
吻
刀
円
　

内
職
の
あ
つ
廿
ん
・
相
談
、優
良
従

業
員
永
年
動
続
者
脣
賞
、勤
労
砺
祉
会

館
壥
宮
な
y
澎
仔
い
李
歹
。

争
余
暇
に
か
か

わ
る
事
業
(

自
主

事

業
)
t

讎
1
千
嬲
つ
円

レ

ク
リ
エ
ー
シ

ョ
ン

事
業
を
は

じ

め
、
ふ
る
!

ζ
邱
験
事
業
。
文
化
徴
賁

講
緊

や

澎
仔

い
、
中
小
企
業
に
働
く

榎

ん

の
譱

写

逗
r

手

。

・
生
活
安
定
-
健
康
維
持
増
進
s
業
　

(
自
幸
事
業
)
y
一
千
嬲
口
円
　

会
貝
(

中
小
企
業
勤
労
者
)
へ
の

荅

糖
給
付

僉
、
生
活
賢
金
融

賢
あ
っ
せ

ぺ

堕

忝

断

、
ス
ポ
ー
ツ

施
馭
な
ど

の
利
用
禰
助
受

付
い
、
助
労
者
の
砺
利

厚
生
亊
詈

遥
9

チ

。

《
足
立
区
社
会
褌
祉
搦
瞋
若

・
家
庭
福
祉
s
、
児
麌
緊
急
-
時
保

腰
、
保
育
蓄
一

叢

託

保
育
に

欠
け

る
児
童
を

預
か
り
ま

す
。

▽
家
瓢
掏
祉
員
8
千
瓢
万
円

▽
児
甚
憲
一
時
保
護
千
s
万
円

マ
保
育
至
迎
営
委
託
t
釁
一
千
鯏
万
円

圖
敬
毳
事
業
6
千
訓
万
円
　

喜
蠹
に
歳
・
傘
寿
8
0
歳
・
米
爵
8
8
繻

に
な
s
罠
蕚
俔
扛
現
世
を
対

象
に
q
月
中
旬
に
配
念
品
昴
囈
呈
」
ま

す
。

s
紙
お
む
つ
支
給
事
業
5
千
俔
口
円
　

高
齢
者
碼
`
皐
当
、
肅
厦
心
身
障
害

者
福
祉
手
当
、
特
別
障
害
者
福
祉
手

当
、
障
害
諞
`
祉
手
当
の
受
給
者
に
対

し
て
紙
芻
c
つ
の
支
紿
吏
ほ
費
用
助

氓
受
付
い
李
y
。

圖
ガ
イ
ド
ヘ
ル
パ
ー
の
派
遣2

千
瓢
万
円
　

氛
摩
視

覚
降
害
者
に
ガ
イ

ド
ヘ
ル
パ
1

鷽

侭
還
し
豕

歹
。

霈

詈

儼
議
壟

攀

業

1
千
習
a

円
(

区
補
助
金
岔

一
慇
瑪
労
が
困
歌
な
障
魯

謇
器

用

し

、
就
労
の
姿

届

冐
豕

歹

。
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くらしの情報

本庁舎へのお間い合わせは

3880- 5111㈹
本庁舎以外へのお問い合わせは

それぞれの電話番号へ

電
話
番
号
は
お
間
違
い
な
く

国

保
・
年

金

4
月
1
日
か
ら
新
し
く
な
り
ま
す

国
民
健
康
保
険
証
・
特
定
疾
病
療
養
受
療
証

・
国
民
健
康
保
険
証

国
民
墮
霧
険
加
入
の
世
帯
へ
、4

月
I
R
か
ら
使
用
で
き
る
新
し
い
保
険

肝
蚕
、3
月
2
5
B
(
予
定
)
に
郵
送
し

李
y
。た
だ
し
、長
期
間
な
か
の
遲
絡

な
ぐ
保
険
料
の
祠
付
か
な
い
な
べ

資
格
の
確
認
の
必
要
な
世
帯
に
は
、国

民
健
康
保
険
課
の
窓
口
で
確
認
後
、直

接
お
″
r
¥
る
場
合
が
あ
り
}
チ
。@
　

(学
生
用
)
・
S
(
温
溯
地
用
)
の
保

険
証
の
更
新
に
は
、
申
請
が
必
要
で

す
。
該
当
世
帯
に
お
送
p

」‥そ
い
る
甲

請
書
奪
夸
提
…
{
Uて
ぐ
だ
さ
い

齠

送
可
}
。

新
し
い
保
険
証
卜
一
般
被

保
険
者
証
…
う
ぐ
い
す
色
/
退
職
仮
保

険
者
証
…
晨
ク
リ
ー
ム
色

圏
表
札
、
住
所
を
お
確
か
め
く
だ
さ
い

保
険
証
は
住
民
登
録
・
外
国
人
替
録

の
住
所
に
お
送
p
」
¥
ヂ
。
蠶
罌
隋

以
外
に
は
郵
送
せ
ず
、
転
送
も
し
ま
せ

ん
。
転
居
さ
れ
た
方
は
、
お
早
め
に
区

民
事
務
所
ま
た
は
外
国
人
登
録
佩
に
住

所
套
更
の
届
け
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

'
U
K
札
が
出
て
い
な
か
っ
た
り
、

方
書
(
ア
パ
ー
ト
名
や
○
○
様
方
)
が

{
吁
て
い
て
も
、
保
険
証
腿
涵
か
な
い

場
合
が
あ
ひ
豕
y
。
誤
配
夲
a
ぐ
た
め

に
も
表
示
を
お
願
い
し
李
歹
。

問
先

卜
国
民
僵

霧
険
課
資
格
賦
課
係

圏
国
民
健
康
保
険
特
定
疾
病
療
養
受
療

証
人
工
凄
胼
な
冫
寡
吁
て
い
る
方
が

お
持
ち
の
「
国
民
蹟
保
険
特
定
疾
病

療
養
受
療
煕
も
、
4
月
l
a
か
ら
新

し
く
な
n
永
子
。
新
し
い
国
民
健
康
保

険
証
5
荊
に
郵
送
し
豕
y
。
問
先

日
国
民
健
康
保
険
課
保
険
給
付
係

提
出
を
お
忘
れ
な
く

年
金
受
給
者
の
方
の

住
所
変
更
届
(
住
居
表
示
用
)

住
居
表
示
が
実
施
さ
れ
た
'
左
に
よ
n

住
所
が
麌
わ
っ
た
年
金
受
給
者
の
方

は
、
住
所
変
更
届
(
住
居
表
示
用
)
を

社
会
保
険
事
務
所
に
提
出
し
て
ぐ
だ
さ

い
。こ
の
提
出
を
刄
れ
ま
と

、
年
金

関
係
の
畜
類
が
谷
奎
兀
に
届
か
な
く
な

口
禾
y
。
こ
の
届
出
用
紙
は
、
国
民
年

金
屎
ま
&
隊
居
表
示
が
哭
施
さ
れ
た

お
近
ぐ
の
区
民
事
務
所
に
あ
2

ヂ

。

な
お
、
意
冒
祉
年
金
の
受
給
者
の
方

は
、
手
―

せ
ん
。

問
先
卜
国
民
年
必
諜
給
付
係

今
月
末
ま
で
!
国
民
年
金
の

第
3
号
被
保
険
者
の
『
特
例
届
』

第
1
号
彼
保
険
者
と
は
、
昭
和
6
1
年

以
降
、
第
2
丹
被
保
険
者
厚
生
年
金

や
共
済
組
合
の
加
入
者
)
に
扶
養
さ
れ

て
い
る
2
0
歳
以
上
6
0
鎭
禾
満
の
配
偶
者

を
い
い
ホ
y
。
讐
丿
号
被
保
険
者
と
し

て
認
め
5
れ
た
期
間
は
、
国
民
年
金
を

納
付
し
た
期
間
と
計
算
さ
れ
斈
ぷ

、

届
け
出
を
に
な
か
っ
た
息
麌
父
と
原

則
2
年
前
ま
で
し
か
認
め
叭
れ
な
い
た

め
、
そ
れ
以
前
は
禾
駟
夊
衿
汞
y
。

3
月
末
ま
で
に
届
け
出
を
矛
れ
ぱ
、
該

当
炙
稾
1

号
期
間
は
、
す
べ
て
「
保

険
料
納
付
済
期
閼

に
で
き
ま
す
の

で
、至
急
、届
け
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

※
第
1
号
被
保
険
者
が
転
職
等
で
資
格

が
豕
わ
っ
た
場
忿
亟
け
出
が
必
要
で

す

問
先
卜
国
民
年
螽
扈
用
係

6
0歳
説
明
会

日
時
卜
3
月
1
8
B
(
火
)
、
午
前
1
0
時

と
午
後
2
時
の
冫
回
(
受
付
は
、
開
始

3
0
分
前
か
ら
)
場
所
H
区
忿
町
南
館

1
2
階
会
議
室
対
象
=
昭
和
1
2
年
4
月

2
日
～
昭
和
麗
百
月
I
R
牛
豕
れ
の

方
(
対
象
者
に
は
別
に
通
知
)

内
容
H

国
民
年
金
制
度
の
し
く
み
と
受
蚋
手

―

相
談
(
受
付

順
)

問
先
=
国
民
年
金
課
適
用
係

健

康

が
ん
検
診
と
成
人
健
康
診
査
(
無
料
)

過
去
1

年
以
内
に

、
区
の
同
種
の
検

謦

茣
{
け
た
方
は
除
孝
豕
歹
。
申
し
込

み
は

、
(

ガ
キ
に
庄
所
、
氏
名
(

フ
リ

ガ
ナ
)
、
生
年
月
日
、
性
別
、
電
話
番

号
、
検
診
名
岑
明
記
し

、
そ
れ
ぞ
れ
の

申
込
先
へ

。
後
E

、
受
診
票
と
案
内
を

お
送
卩
一
汳

す

。

※
消
化
器
が
ん
検

診
は

、
表
卜
か

ら
検
診
日

、
撮
町
(
必

ず
檠
―
希
葷
ま
で
)

も
明
記

圏
消
化
器
が
ん
検
診

胄
が
ん
検
診
と
大
腸
が
ん
検
診
で

す
。
日
程
等
卜
表
1
対
象
卜
3
5
歳
以

上
の
区
民
※
胃
を
切
除
し
た
方
、
胄

の
病
気
で
治
家
中
の
方
、
妊
粐
に
‥
‘
て
い

る
と
胆
わ
れ
る
方
は
受
診
で
き
ま
廿
ん

期
限
卜
4
月
に
受
診
を
希
望
す
る
方

は
、
3
月
貨
翁
印
有
効
申
・
問
先

卜
足
立
保
健
所
保
健
予
防
課
〒
閇
一
西

竹
の
譽
y
1
2
-
8

(
3
8
5
5
)
4
1
5
1

・
女
性
か
ん
検
診

乳
が
ん
。
子
g

が

加
の
早
期
発
見
に

役
立
ち
ま
す

。

対
象
卜
区
民
で
3
0
歳

以
上
の
女
性

・
成
人
健
康
珍
査

血
液
、
尿
、
必
要
に
応
じ
て
心
電
図

の
検
査
な
ど
棊
仔
い
、
心
臓
、
肝
臓
、

じ
ん
臓
の
訶
気
や
纃
尿
訶
、
高
血
圧
、

高
脂
血
屁
等
に
つ
い
て
調
べ
ま
す
。

対
象
日
4
0歳
以
卜
倪
歳
(
昭
和
6
年
4

月
1
日
以
降
生
ま
れ
)
ま
で
の
区
民
-

「
女
性
か
ん
検
&
J
r
成
人
健
康

珍
査
」
は
い
ず
れ
も
卜

日
時
日
受
診
票
の
指
定
期
間
内
に
受
診

医
療
機
関
鳧
談
の
う
疉
診
場
所

H
区
内
実
鱈
蓊
機
関
申
・
問
先
=

保
健
予
防
係
〒
周
一
中
央
本
町
1
-
1
7

親
子
で
運
動
遊
び

～
体
を
動
か
し
て
遊
び
ま
し
ょ
う
～

日
時
卜
3
月
1
7日
(
月
)
、
午
後
1
時
A

時
(
受
付
1
時
3
0分
か
ら
)

対

象
H
1
0ヵ
月
卜
L
歳
X
ヵ
月
の
お
子
さ

ん
と
親

嶌
服
装
は
ズ
ボ
ン
な
ど
勳
き

や
す
い
格
好
で

講
師
日
高
尾
都
茂
子

氏
(
運
動
指
導
貝
)

定
S
卜
3
0組
(
先

着
順
)

場
・
申
・
問
先
卜
千
住
保
健

所

　
(
3
8
8
8
)
4
2
7
7

表1 消化器がん検診( X 線撮影と検便による検診)

※ 足立保鄙苟ま希望される方力` 多く、翌月になることかありますのでご了承くださしゝ

なお、中央皿 、匝黔か多く、希望日に受珍しやすくなっています

生

活

環

境

3
月
1
日
か
ら
住
居
表
示
実
施

伊
興
町
前
沼
の
一
部
が
西
竹
の
塚
二
丁
目
に

今
回
、
実
施
の
対
象
地
域
に
お
住
ま

い
の
皆
さ
ん
は

、
今
後
は
斬
1
)
い
住
所

痴
お

使
い
く
だ
さ
い

。
ま
た
、
実
施
後

に
家
屋
等
奮

簒

ず
る
燮

ほ

、
新
た

に
住
所
を
決
～

要
で
y
。
基
礎
工
事
終
了
後
に
「
建
築

確
認
書
一
路

を
戸
籍
住
民
課
住
居
表

示
廻
当
に
ご
持
参
く
だ
さ
い

。

・

住
居
表
示
変
更
証
明
S

の
発
行

住
居
表
示
に
呼
妥
糒
住
所
変
更
手

続
き
に
必
要
な
「
住
居
表
示
変
更
証
明

書
」
は
。
1
,
6
綟
以
上
の
方
に
2
通
ず
つ

お
配
に
¥
C
た
が
、
足
り
な
い
場
合

は
、
戸
籍
{
旨
窗
荏
居
表
示
担
当
ま
た

は
各
区
民
事
務
所
に
お
い
て
無
料
で
発

行
し
豕
y
。

i

―

―
―

――

・
住
居
表
示
に
伴
う
運
転
免
肝
証
の
住

所
変
更

平
日
に
「
運
転
免
許
証
」
の
住
所
お

よ
び
本
籍
の
雪
黶
函
き
豪
y
る
の
が

困
難
な
方
の
た
め
に
。
臨
時
豸
料
け

を
行
い
ま
す
。
(
た
だ
し
、
9
年
1
月

辺
は
以
前
に
運
転
免
許
証
の
更
新
が
必

要
な
方
は
、
更
新
時
に
変
更
手
続
を
し

て
く
だ
さ
い
)
日
時
H
I
侭
諤
　

亘
、
午
前
9
時
～
午
後
t
時
場

所
日
足
立
保
健
所
1
階
ロ
ビー
/
西
竹

の
塚
l
-
1
2
1
8
※
今
回
実
施
レ
た

地
域
の
「
住
居
表
示
案
内
胛

お
よ
び

『
住
居
表
示
旧
新
・
新
旧
対
照
表
』
を

区
政
情
報
室
に
お
い
て
有
償
で
販
売
し

ま
す
。

問
先
=
住
居
表
示
相
当

都
市
計
画
の
案
を
縦
覧
し
ま
す

足
立
区
の
隣
接
地
に
計
画
さ
れ
て
い

る
「
川
口
市
新
郷
東
部
第
1
土
地
区
画

整
理
事
序
の
都
市
計
画
審
お
よ

び
環
境
影
鷽
莚
蓆
偉
書
蠢
`
覧
し
ま

す
。

日
時
日
3
月
5
日～
1
8日
、
午

前
1
時
3
0分
～
午
後
5
時

場
所
日
新

郷
南
公
民
館
ホ
ー
ル
(
川
口
市
大
字
東

本
郷
8
0
)
問
先
日
川
口
市
区
画
輅
理

課

　
4
8
(
2
5
8
)
1
1
0

環
糲
課
調
整
係

お

知

ら
せ

青
年
セ
ン
タ
ー
ま
つ
り
' 97

～
つ
な
が
っ
て
い
こ
う
～

さ
ま
ざ
胥
澆
現
に
込
め
5
れ
た
思

い
を
感
じ
と
つ
歹
、
だ
さ
い
。
沖
縄
の

踊
り
、
ア
イ
ヌ
民
族
に
よ
る
ト
ン
コ
リ

演
奏
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
の
踊
ひ
、
展
示
、

喫
茶
コ
ト
ナ
ー
な
ど
、踊
れ
や
戀
凡
や

食
え
や
y
傴
び
卜
が
り
豕
y
。

日
時
川
3
月
1
6
日
亘
、午
前
1
0
時
～

午
彎

蒔

対
象
H
ど
な
た
で
も

費
用
卜
無
料
(
一
部
実
費
負
担

申

込
日
当
日
直
接
会
場
へ

場
・
申
・
問

先
日
青
年
セ
ン
タ
ー

(
3
8
9
0
)
0
0
6
1

老
人
会
館
の
催
し

・
水
彩
画
教
室

日
時
=
4
月
1
1
0
年
1
月
の
第
1
・

―
水
曜
日
(
全
2
4
回
)
、
午
後
L
時
～

l
時
3
0分

費
用
H
無
料

・
い
け
花
教
室
(
柳
古
流
)

日
時
卜
4
月
1
9
月
の
第
2
・
4
水
曜

日
、
午
前
柚
嶇
T
正
午
(
全
1
2回
)

S
用
=

六
千
円
(
材
料
費
の
み
一
部

負
担
、
前
納
)

・
S

遭
教
室

日
時
卜
4
月
I
9
月
の
第
2
・
t
火
曜

日
、午
後
T
I

笳

分
(
全
1
2回
)

費
用
日
無
料

-
い
ず
れ
も
I

定
員
乱
丿
人
(
劫
轡
対
象
泯
W
歳

以
上
の
区
内
在
住
の
万
(
一
人
L
&
鞏

の
み
)

申
込
日
往
復
(
ガ
キ
に
、
希

望
教
室
名
・
住
所
・
氏
名
(
フ
リ
ガ

ナ
)
・
年
齢
・
電
話
汳
明
記

期
限
卜
3

月
1
5ら
必
着

棚
・
申
・
問
先
日
老

人
会
館

〒
1
2
1
西
保
木
間
4
1
9
1
1

　
(
3
8
5
9
)
9
7
3
2

男
性
改
造
講
座
(
公
開
講
座
)

既
成
の
「
男
ら
し
さ
」
に
よ
る
縛
り

か
ら
自
分
壹
肝
放
」
1
7
と
揺
れ
て
い

る
男
た
ち
の
ゆ
く
え
や
、
男
の
罘
ッ
ト

ワ
ー
ク
づ
く
り
を
考
え
ま
す
。日
程

=
3
月
S
は
壬
)
内
容
等
=
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
・
:
午
後
1
時
～
t
時
3
0
分

/
ヌ
ン
ズ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
ー
風
は

西
か
ら
バ

▽
交
流
会
・
:午
後
5

時
I
7
時
/
山
口
正
則
氏
(
新
聞
記

者
)
、中
村
彰
ヌ
ン
ズ
リ
ブ
研
究
合

、

丹
原
恒
則

ヌ
ン
ズ
リ
ブ
フ
ォ
ー
ラ
ム

岡
山
)

費
用
H
無
料

※
交
流
会
に

参
加
さ
れ
る
万
は
実
費
千
円
負
担

申

込
卜
電
話

場
・
申
・
問
先
卜
女
性
総

合
セ
ン
タ
ー

(
3
8
8
0
)
5
2
2
2

3
月
1
0日
は
東
京
都
平
和
の
日
で
す

先
の
戦
災
で
、
亡
く
な
ら
れ
た
多
く

の
方
々
の
ご
冥
福
(
め
い
ふ
く
)
と
世

界
の
恒
久
平
和
を
祈
念
し
f
丶
3

月
1
0

日
、
午
後
L
時
か
ら
黙
と
冫
霑
行
い
ま

す
。皆

さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

(
総
務
課
)

あ
だ
ち
広
報
エ
ク
ス
プ
レ
ス
投
稿
募
集

テ
ー
マ

～
『
近
所
付
き
合
い
』～

エ
ク
ス
プ
レ
ス
で
は
、
区
民
の
皆
さ

ん
の
投
稿
を
掲
載
す
る
コ
ー
ナ
ー
を
設

け
て
い
ホ
y
。
5
月
朞
の
テ
ー
マ
は
「
近

所
付
き
合
い
」
。
近
所
付
き
合
い
は
苦

手
と
り
つ
若
者
世
帯
が
増
え
て
い
る
と

か
。
し
か
し
、
災
害
時
等
、
地
域
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
{
矢
切
さ
が
再
認

識
さ
れ
て
い
毒
y
。
そ
こ
で
。
地
域
の

つ
な
が
り
に
つ
い
て
皆
六
ん
の
考
え
を

お
聞
か
せ
ぐ
が
ざ
い
。
選
考
Q
冫
&
、

掲
載
さ
れ
た
方
に
は
、
耜
昼
を
瞿
に工

げ
豕
歹
。

申
込
H
住
所
、
氏
名
、
年

齢
、
職
業
、
霍
話
番
碍
忝
£
入
し
、
4
0
0

字
程
度
に
圭

フ
ァ

ク
ス
で

期
限
=
3
月
1
7
B
申
・
問

先
凖

1
1

F
A
χ
(
3
B
B
O
)
5
6
1
0

◎「あ だち広 報」は再 生紙を使 用していま す T. C240, 000


